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本
町
を
中
心
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
し

た
風
力
発
電
事
業
で
す
が
、
７
月
16
日

に
、
町
と
し
て
受
け
入
れ
は
出
来
な
い

旨
を
事
業
者
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

そ
の
経
緯
や
判
断
理
由
に
つ
い
て
は
、

別
ペ
ー
ジ
も
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
が
、
判
断
に
あ
た
っ
て
特
に
私

が
配
慮
し
た
事
は
、
本
件
は
多
数
決
で

決
め
る
べ
き
案
件
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

と
い
う
の
は
、
本
計
画
の
特
徴
と
し

て
、
建
設
工
事
の
受
注
や
固
定
資
産
税

等
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
人
々
と
い
う
の

は
割
と
広
く
町
全
体
に
及
ぶ
と
思
わ
れ

る
の
に
対
し
、
健
康
被
害
や
土
砂
災
害

等
デ
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
可
能
性
の
あ

る
皆
さ
ん
は
計
画
予
定
地
周
辺
に
偏
っ

て
い
ま
す
。

　

意
見
交
換
会
で
は
ほ
と
ん
ど
賛
成
の

声
は
あ
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
仮
に
、

今
後
計
画
に
理
解
を
示
す
人
が
増
え
た

と
し
て
、
で
は
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
に

（
多
数
決
の
結
果
と
し
て
）
我
慢
し
て

く
れ
と
お
願
い
す
べ
き
案
件
な
の
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

計
画
予
定
地
の
、
と
り
わ
け
立
岩
山

と
市
間
山
を
つ
な
ぐ
尾
根
筋
は
本
当
に

不
安
定
な
地
域
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
先

人
も
敢
え
て
植
林
は
せ
ず
、
結
果
と
し

て
樹
齢
１
０
０
年
以
上
の
ブ
ナ
の
天
然

林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

先
人
の
教
訓
を
忘
れ
、
あ
る
い
は
無

視
し
た
結
果
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
事

例
は
、
安
佐
南
区
の
土
砂
災
害
や
東
日

本
大
震
災
を
始
め
枚
挙
に
い
と
ま
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
住
民
に
我
慢
を
お
願
い
し
、

先
人
の
教
訓
を
破
る
に
は
、
例
え
ば
本

町
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
事
業
で
あ

る
等
の
相
当
な
理
由
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
本
計
画
は
突
き
詰
め
れ
ば
民

間
事
業
者
に
よ
る
営
利
を
目
的
と
し
た

事
業
で
あ
り
、
か
つ
本
町
の
町
づ
く
り

に
必
要
不
可
欠
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
反
対
の
尾
根
筋
で
あ
る
鷹

ノ
巣
山
界
隈
は
筒
賀
地
域
の
住
民
の
水

源
地
に
あ
た
り
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
住
民
の
安
全
の
み
な
ら

ず
安
心
も
脅
か
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

計
画
に
賛
成
の
ご
意
見
の
中
に
は
、

経
済
効
果
を
期
待
さ
れ
る
声
も
あ
り
ま

し
た
が
、
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
、
観
光
振
興
や
林
業
振
興
な
ど
、

私
自
身
従
来
か
ら
主
張
し
て
い
ま
す
方

法
で
対
応
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、

そ
れ
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
が

私
の
役
割
と
改
め
て
自
覚
し
て
い
ま
す
。

　

当
該
計
画
予
定
地
域
は
「
妖
精
の
住

ま
う
天
空
の
森
」
と
し
て
貴
重
な
自
然

を
残
し
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

先
人
が
守
っ
て
き
た
、
こ
れ
ら
の
美
し

い
景
観
を
し
っ
か
り
未
来
に
引
き
継
ぐ

と
と
も
に
、
新
た
な
魅
力
を
引
き
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
活
性
化
に
も
繋

げ
て
い
く
、
そ
ん
な
町
づ
く
り
に
邁
進

し
て
参
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

風力発電計画は受け入れない
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
広
域
接
種
に
つ
い
て

　
高
齢
者
の
優
先
接
種
に
続
い
て
、
先
月
よ

り
、
64
歳
以
下
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
が
段

階
的
に
始
ま
り
、
８
月
23
日
か
ら
接
種
を
開

始
し
ま
す
。
高
齢
者
の
人
も
、
引
き
続
き
予

約
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
８
月
１
日
か
ら
、
県
全
体
で
広
域

接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
住
民

票
の
あ
る
自
治
体
以
外
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
次
の

２
点
を
満
た
す
時
期
以
降
に
接
種
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

⃝

39
歳
以
下
の
方
は
８
月
10
日
以
降

⃝

接
種
を
受
け
た
い
市
町
の
「
広
域
接
種

　
受
入
れ
開
始
日
」
以
降

　
予
約
方
法
は
、
市
町
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

　
安
芸
太
田
町
で
は
、
長
引
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
生
理
用
品
の
購
入
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
女
性
を
支
援
す
る
た

め
、
希
望
者
に
生
理
用
品
を
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
生
活
困
窮
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

　
で
生
理
用
品
の
購
入
が
困
難
に
な
っ

　
て
い
る
安
芸
太
田
町
在
住
の
人

【
期　
間
】

　
７
月
26
日
～
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）
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生
理
用
品
の
無
料
配
布
に
つ
い
て

す
。
県
や
各
市
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
な
お
、
既
に
予
約
済
み
の
方
が
変
更
す

る
場
合
は
、
必
ず
キ
ャ
ン
セ
ル
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
医
療
従
事
者
な
ど
優
先
接
種

で
、
既
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
さ
れ
た
人
に
つ
い

て
も
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
き
ま
す
が
、
町
か
ら

届
い
た
ク
ー
ポ
ン
券
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
接
種
後
に
つ
い
て
の
一

般
的
・
専
門
的
な
相
談
は
、
広
島
県
共
通
で

専
用
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
場
所
と
時
間
】

　
本
庁
住
民
課
・
加
計
支
所
住
民
生
活
課

　
筒
賀
支
所
住
民
生
活
課
・
健
康
福
祉
課

　
安
芸
太
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
い
ず
れ
も
８
時
30
分
～
17
時

【
内　
容
】

　
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
１
パ
ッ
ク
（
昼
用
）

　
28
枚
入
り

　
※
お
一
人
に
つ
き
原
則
１
パ
ッ
ク

【
方　
法
】

　
希
望
さ
れ
る
人
は
、
配
布
窓
口
に
設
置

　
し
て
い
る
カ
ー
ド
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

　
渡
航
先
の
国
・
地
域
に
よ
っ
て
は
、
予

防
接
種
証
明
書
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
入

国
時
の
防
疫
措
置
の
緩
和
等
が
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
国
・
地
域
に
つ
い
て
は
外
務

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
証
明
書
発
行
は
、
健
康
福
祉
課
で
行
い

ま
す
。 海

外
渡
航
す
る
際
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
接
種
証
明
書
」
の
発
行
に
つ
い
て

【
持
参
物
】

⃝

パ
ス
ポ
ー
ト

⃝

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予
防

　
接
種
済
証
（
ク
ー
ポ
ン
券
と
同
じ
台
紙

　
の
右
側
部
分
）
ま
た
は
接
種
記
録
書

※
詳
し
く
は
健
康
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
健
康
福
祉
課
（
保
健
部
門
）
☎
２
２−

０
１
９
６

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
の
ご
案
内

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が

長
期
化
す
る
中
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
実

施
す
る
総
合
支
援
資
金
の
再
貸
付
が
終
了
す

る
な
ど
に
よ
り
、
特
例
貸
付
を
利
用
で
き
な

い
世
帯
を
対
象
に
就
労
に
よ
る
自
立
を
図
る

た
め
、
ま
た
、
就
労
が
困
難
な
場
合
に
は
円

滑
に
生
活
保
護
の
受
給
に
つ
な
げ
る
た
め
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
金
」を
支
給
し
ま
す
。（
国
制
度
）

　
支
給
対
象
世
帯
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
健

康
福
祉
課　
社
会
福
祉
係
（
福
祉
事
務
所
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
健
康
福
祉
課
（
社
会
福
祉
係
）
☎
２
５−

０
２
５
０

●
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
住
民
課　

☎
２
８−

２
１
１
６

●
問
い
合
わ
せ
先
／
健
康
福
祉
課
（
保
健
部
門
）
☎
２
２−

０
１
９
６

◦
広
島
県
ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
２－

５
１
３－

２
８
４
７
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（仮称）広島西ウィンドファーム事業を受け入れない件について

（仮称）広島西ウィンドファーム事業実施のための、安芸太田町筒賀財産区の土地貸し付けまた
は使用については、許可しないことを決定し、７月16日付けで町長メッセージを発表しました。

　安芸太田町は、中国山地の懐に抱かれた自然豊かな町です。その小さ

な町に、日本最大級の風力発電施設を建設したいという提案があり、町

内では様々な議論が起こりました。

　計画受け入れの判断にあたり、町としても４回にわたる意見交換会や

意見募集等を行い、町民の声をお聞きしてまいりました。

　私としても、再生可能エネルギーの必要性や、地域活性化の重要性を

否定するものではありませんが、

〇とりわけ予定地周辺住民の不安は大きく、今後、本計画への理解が深

　まったとしても、当該地域住民の不安が払拭できない場合、果たして

　我慢を強いながら進めるべき事業なのか

〇当該計画予定地は、地質・地形的に大変不安定な場所を含んでおり、

　地域住民の安全と安心を考慮し、先人が禁伐区として開発を禁じてき

　た地域である。例え今後、安全・安心を考慮した計画を提案されたに

　しても100％の保証はあり得ない。ここ最近の自然災害を踏まえても、

　先人の定めたルールをあえて破ってまで進めるべき事業なのか

〇これら様々な不安や懸念を乗り越えるには、例えば本計画が本町にと

　って必要不可欠な事業である等、相当の理由を要するのではないか

といった点を考慮した結果、本事業は本町にとって必要不可欠なもので

はないと判断するに至り、また今後時間をかけたとしても、上記懸念を

払拭するのは困難と考え、このタイミングで受け入れができない旨を事

業者にお伝えすることといたしました。

　私は、今回の議論を通じ、出来る限り今ある自然と調和を図っていく

手法が、町民の考える「自然を活かした町づくり」であることを再確認

しました。私たちが大切に思う太田川源流域の豊かな自然を守りながら、

我々のみならず、流域に暮らす多くの方々の命を支え、かつ訪れた人た

ち全てを元気にする、そんな町を、町民一丸となってつくりあげてまい

ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２１年７月１６日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　安芸太田町長
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令
和
２
年

４月14日 事業者より事業概要資料提供（電子メール）

６月19日
６月23日～７月22日

町議会へ状況報告（６月定例会　全員協議会）
環境影響評価配慮書縦覧（本庁、筒賀支所）

７月１日
７月22日

筒賀財産区管理会へ情報提供（第２回管理会）
計画段階環境配慮書に対する町長意見書提出

８月19日 筒賀財産区管理会へ事業説明（第３回管理会）

９月４日

９月17日

町議会へ状況報告（９月定例会　全員協議会）
計画段階環境配慮書に対する環境大臣意見提出（経済産業大臣へ）
計画段階環境配慮書に対する経済産業大臣意見公表

12月１日 筒賀財産区管理会へ情報提供（第４回管理会）

令
和
３
年

１月21日
１月26日～２月25日

第１回対策ＰＴ会議　会議スケジュール確認等
環境影響評価方法書縦覧（本庁、支所、出張所）

２月16日～２月18日
２月19日
２月25日

環境影響評価方法書事業者住民説明会　計125人
ＰＴによる先進地（ウインドファーム浜田）視察
第２回対策ＰＴ会議　方法書事業者説明会の実施状況報告等

３月10日
３月22日

大規模風量発電施設に対する町有地利活用の不同意決議書議決
第３回対策ＰＴ会議　住民との意見交換会実施方針の検討等

４月12日
４月17日
４月19日
４月27日

第４回対策ＰＴ会議　住民との意見交換会実施方針等
町主催　住民との意見交換会　坂原地区（参加者15人）
町主催　住民との意見交換会　田吹地区（参加者16人）
第５回対策ＰＴ会議　住民との意見交換会実施状況報告等

５月７日～５月31日
５月11日
５月28日

風力発電施設建設の住民意見募集　結果：４件
第６回対策ＰＴ会議　住民との意見交換会実施方針等
環境影響評価方法書に対する町長意見書提出

６月22日 第７回対策ＰＴ会議　町の方針整理等

７月９日
７月10日
７月12日
７月13日
７月16日

町主催　住民との意見交換会　筒賀地区（参加者18人）
町主催　住民との意見交換会　町全体（参加者32人）
第８回対策ＰＴ会議　町の方針整理・決定（最終確認）
筒賀財産区管理会　町の方針報告
町議会へ町の方針報告、事業者へ町の方針を通知

経過報告（ＰＴ：広島西ウインドファーム事業に係るプロジェクトチーム）

人
材
育
成
・
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
の
整
備
に
つ
い
て

町
長
と
話
そ
う
！

　
「は
し
も
ト
ー
ク
」

　

町
で
は
、
人
材
育
成
、
交
流
の
拠
点
と

し
て
加
計
高
校
生
徒
寮
の
機
能
を
兼
ね
備

え
た
施
設
を
来
春
の
竣
工
を
目
指
し
、
８

月
か
ら
整
備
着
手
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
を
有
効
活
用
し
、
加
計
高
等

学
校
の
存
続
と
地
域
活
性
化
を
進
め
、
町

全
体
の
魅
力
化
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
広
報
９
月
号
で
特
集
し
ま
す
。

　

身
近
な
こ
と
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
語
り
合
い
、
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
一
緒
に
考
え
、
住
民
と
行
政
で
同

じ
方
向
を
向
い
て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ

活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

日
程
に
つ
い
て

は
、
各
地
域
で
異

な
り
ま
す
の
で
、

改
め
て
ご
案
内
し

ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
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町
で
は
、
昨
年
度
「
定
額
タ
ク
シ
ー
」

を
実
証
実
験
と
し
て
運
行
し
ま
し
た
。　

　

事
業
効
果
の
検
証
や
ご
利
用
者
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
を
う
け
、
定
額
タ
ク
シ
ー
を

公
共
交
通
の
１
つ
と
し
て
制
度
化
し
、
運

行
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
社
会
実
験
と
し
て
、
対
象
者

を
中
学
生
ま
で
拡
大
し
、
利
用
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
い
ま
す
。

　
「
住
ん
で
良
か
っ
た
安
芸
太
田
」
を
め

ざ
し
、
町
民
の
幸
せ
を
一
緒
に
運
び
た
い

と
思
い
ま
す
。

〈
運
行
開
始
〉
10
月
１
日
㈮

〈
利
用
料
金
〉
７
０
０
円
／
台

〈
利
用
回
数
〉
８
回
／
月（
４
往
復
分
）

〈
相
乗
り
〉
複
数
名
で
利
用
可

〈
運
行
範
囲
〉
町
内
全
域

〈
対
象
者
〉
町
内
に
住
所
を
有
す
る

　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
上
の
登
録
申

　
　
　
　
　
　

請
さ
れ
た
人

〈
運
行
日
・
時
間
〉

　

タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
営
業
時
間

〈
運
行
事
業
者
〉

　

安
野
タ
ク
シ
ー
・
三
段
峡
交
通

　

加
計
交
通

「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
の

「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
の

　

本
格
運
行
に
つ
い
て

　

本
格
運
行
に
つ
い
て

●
問
い
合
わ
せ
先
／
企
画
課　

☎
２
８

−

１
９
７
２

「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
の

「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
の

　

本
格
運
行
に
つ
い
て

　

本
格
運
行
に
つ
い
て

利
用
証
の
発
行
に
つ
い
て

定
額
タ
ク
シ
ー
運
行
開
始

に
伴
う
、
既
存
交
通
制
度

の
見
直
し
に
つ
い
て　
　

バ
ス
停
の
新
設
に
つ
い
て

　

新
し
く
導
入
す
る
「
定
額
タ
ク
シ
ー
」

を
運
行
す
る
に
あ
た
り
、
現
行
の
公
共
交

通
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
重
複
を
防
ぐ

と
と
も
に
、
定
額
タ
ク
シ
ー
の
財
源
を
確

保
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
制
度
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

〈
変
更
日
〉
10
月
１
日
㈮
か
ら

　

こ
の
度
、
土
曜
日
も
運
休
日
と
し
て
設

定
し
ま
す
。

②
高
齢
者
移
動
活
発
化
補
助
金

　

（
タ
ク
シ
ー
助
成
券
）
の
廃
止

　
「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
本
格
運
行
に
伴
い
、

タ
ク
シ
ー
助
成
券
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
取

り
込
む
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
タ
ク
シ
ー

助
成
券
の
制
度
は
終
了
し
ま
す
。

〈
終
了
日
〉
９
月
30
日
㈭

※
お
持
ち
の
タ
ク
シ
ー
助
成
券
は
、
10
月

　

か
ら
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
を

　

付
け
く
だ
さ
い
。

　

町
内
廃
止
バ
ス
の
路
線
上
に
「
住
み
や

す
く
魅
力
の
あ
る
町
づ
く
り
」
の
一
環
と

し
て
認
定
こ
ど
も
園
と
ご
う
ち
の
交
差
点

付
近
に
「
こ
ど
も
園
と
ご
う
ち
バ
ス
停
」

を
新
し
く
設
置
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
町
内
バ
ス
の
利
便
性
が

向
上
し
、
公
共
交
通
の
利
用
機
会
の
増
加

に
つ
な
が
り
ま
す
。
是
非
、
町
内
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
設
置
日
〉
８
月
16
日
㈪

①
あ
な
た
く
運
行
日
の
変
更
（
土

　

曜
日
運
休
）
に
つ
い
て

　

あ
な
た
く
は
、
日
祝
年
末
年
始
を
運
休

日
と
し
て
い
ま
す
。

運行日
変
更
前

月
曜
か
ら
土
曜
日
ま

で
週
６
日

変
更
後

月
曜
か
ら
金
曜
日
ま

で
週
５
日

　

定
額
タ
ク
シ
ー
の
利
用
に
は
、
利
用
証

明
書
が
必
要
で
す
。

※
昨
年
度
申
請
さ
れ
て
い
る
人
は
、
９
月

　

１
日
を
基
準
日
に
、
自
動
的
に
対
象
と

　

な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
不
要
で
す
。

　

９
月
中
旬
に
利
用
証
を
送
付
し
ま
す
。

〈
申
請
書
〉

　

昨
年
度
申
請
さ
れ
て
な
い
人
は
、
町
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
申
請
受
付
窓
口
で

　

発
行
し
ま
す
。
郵
送
が
必
要
な
人
は
電

　

話
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
受
付
〉

　

本
庁
企
画
課
・
加
計
支
所

　

筒
賀
支
所
・
安
野
出
張
所

　

保
健・医
療・福
祉
統
括
セ
ン
タ
ー

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

〈
送
付
先
〉

　

〒
７
３
１−

３
８
１
０

　

安
芸
太
田
町
戸
河
内
７
８
４−

１

　

安
芸
太
田
町
役
場
企
画
課
宛

〈
申
請
期
間
〉

　

随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

〈
利
用
証
発
行
〉

　

９
月
１
日
か
ら
発
行
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

以
後
、
申
請
受
付
か
ら
、
２
週
間
程
度

　

で
お
手
元
に
届
き
ま
す
。

定額タクシー利用証明書
安芸太田町

No.0001

氏名　安芸太田　花子
安芸太田町長

（見本）

印
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道の駅「来夢とごうち」再整備基本計画
　進捗報告とお知らせ

道
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開

催
し
ま
し
た

第
２
回　

道
の
駅
「
来
夢
と
ご
う

ち
」
再
整
備
基
本
計
画
策
定
検
討

委
員
会
を
開
催
し
ま
す

職
員
研
修
の
ご
案
内

住
民
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す

　

７
月
６
日
に
、
役
場
関
係
課
で
構
成
さ
れ
る
「
道

の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
に
よ
る
道
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

住
民
意
見
交
換

等
で
明
ら
か
に
な

っ
た
道
の
駅
の
課

題
を
解
決
す
る
た

め
の
「
目
指
す
べ

き
方
向
性
」
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、

来
訪
者
の
ニ
ー
ズ

や
社
会
動
向
等
を

踏
ま
え
て
、
道
の

駅
の
将
来
像
や
整

備
方
針
に
つ
い
て

議
論
を
行
い
ま
し

た
。

　

８
月
10
日
㈫
、
地
域
・
事
業
者
の
代
表
者
、
有
識

者
等
で
構
成
さ
れ
る
道
の
駅
「
来
夢
と
ご
う
ち
」
再

整
備
基
本
計
画
策
定
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
道
の
駅
再
整
備
基
本
計
画
に
係
る
取

組
み
や
、
今
後
の
方
針
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
す
。

　

策
定
検
討
委
員
会
に
併
せ
て
、
職
員
研
修
を
行

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
も
参
加
可
能
で
す
。
ご
参
加
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
10
日
㈫
午
後
６
時
〜

【
場
所
】
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】
跡
見
学
園
女
子
大
学　

観
光
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　
　

テ
ィ
学
部　

観
光
デ
ザ
イ
ン
学
科

准
教
授　

篠
原　

靖
氏

【
演
題
】（
仮
）安
芸
太
田
町
の
目
指
す
べ
き
観
光

　

住
民
の
皆
様
と
道
の
駅
の
将
来
像
お
よ
び
整
備

方
針
を
共
有
し
、
「
道
の
駅
に
何
を
求
め
る
か
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　
①
８
月
17
日
㈫
午
後
６
時
30
分
〜

　
　
筒
賀
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
②
８
月
18
日
㈬
午
後
６
時
30
分
〜

　
　
上
殿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
③
８
月
19
日
㈭
午
後
６
時
30
分
〜

　
　
太
田
川
交
流
館
か
け
は
し

　
④
８
月
21
日
㈯
午
前
10
時
〜

　
　
役
場
本
庁
東
館

町内の「秋イベント」の中止のお知らせ 

月 中止イベント 問い合わせ先

10月 ◦龍姫湖まつりin温井ダム 産業観光課　☎︎28−1961

11月
◦五サー市 安芸太田町商工会加計支所

　　　　　　☎︎22−1221

◦つつがふるさとまつり 筒 賀 支 所　☎︎32−2121

　10月から11月にかけて開催を予定していました町内「秋イベント」は、新型コロナウ
イルス感染症の影響の終息が見通せず、来場者やスタッフ等の安全確保が困難なため、
中止となりました。



ご
み
の
再
資
源
化
・
削
減
に
取
組
み
ま
し
ょ
う

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

★
袋
の
口
は
十
字
に
結
ん
で
、
古
紙
類
は

　
し
っ
か
り
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
ご
み
指
定
袋
は
、
中
身
が
出
な
い

よ
う
、
十
字
に
結
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

袋
か
ら
中
身
が
出
て
し
ま
う
と
、
収
集

作
業
時
に
ご
み
が
散
ら
か
っ
た
り
、
処
理

場
で
の
積
み
下
ろ
し
の
際
、
缶
や
ビ
ン
な

ど
で
作
業
員
が
転
倒
す
る
等
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。

　

古
紙
類
（
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
新
聞
紙

等
）
は
紐
で
縛
っ
て
指
定
袋
を
付
け
て
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
し
っ
か
り
縛
っ

て
い
な
い
と
収
集
作
業
中
に
解
け
て
散
乱

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
を
出
さ
れ
る
時
は
、
袋
の
口
を
十

字
に
結
ん
で
い
た
だ
き
、
古
紙
類
は
し
っ

か
り
縛
っ
て
解
け
な
い
よ
う
に
し
て
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。●

問
い
合
わ
せ
先

　

衛
生
対
策
室
（
ポ
ッ
ク
ル
く
ろ
だ
お
）
☎
２
３−

１
１
２
０　
　

　

住　

民　

課
☎
２
８−

２
１
１
６　

加
計
支
所
☎
２
２−

１
１
１
１

　

筒
賀
支
所
☎
３
２−

２
１
２
１　

安
野
出
張
所
☎
２
３−

０
３
０
１

安
芸
太
田
町
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
安
芸
太
田
町
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
（
公
衛
協
）
の
推
進
委
員
は
、
各
地
区
か
ら
選

出
さ
れ
た
48
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
推
進
委
員
を
中
心
に
町
民
の
「
環
境
」
と
「
健
康
」
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
守
る
た
め

に
組
織
さ
れ
て
お
り
、
地
域
社
会
の
健
全
化
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
安
芸
太
田
町
公
衛
協
で
は
、
生
活
環
境
の
保
全
お
よ
び

公
衆
衛
生
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
安
芸
太
田
町
内
に

お
い
て
、
町
が
収
集
運
搬
す
る
一
般
廃
棄
物
の
収
集
場
所

に
、
各
地
区
が（
個
人
を
除
く
。）整
備
す
る
ゴ
ミ
収
集
箱

の
設
置
事
業
等
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
収
集
箱
設
置
事
業
等
補
助
金

【
補
助
金
の
額
】

設
置
事
業
等
に
係
る
費
用
の
２
分
の
１
と
し
、
５
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

【
対
象
要
件
】

①
町
内
に
設
置
す
る
も
の
で
、
鉄
等
の
素
材
で
作
製
さ
れ
た
頑
丈
な
も
の

②
ゴ
ミ
が
十
分
に
収
集
で
き
る
大
き
さ
の
も
の

③
設
置
事
業
等
と
は
、
ゴ
ミ
収
集
箱
の
設
置
お
よ
び
補
修
と
す
る
（
補
助

　

対
象
は
ゴ
ミ
収
集
箱
本
体
費
用
〈
運
搬
費
・
設
置
手
数
料
等
〉
と
し
、

　

旧
ゴ
ミ
収
集
箱
の
処
分
費
は
除
く
）

④
設
置
事
業
等
に
関
し
、
地
区
に
お
い
て
土
地
所
有
者
等
と
協
議
し
了
解

　

を
得
た
も
の

　
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
の
事
業
は
、
皆
様
か
ら
の
環
境
健
康
募
金
、
会
費
、
町
補

助
金
等
を
財
源
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
募
金
、
会
費
に
つ
い
て
、
今
年
度
も
多
く

の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の
推
進
委
員
ま
た
は
事
務

局
（
本
庁
住
民
課
・
各
支
所
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●事務局／住民課 ☎28−2116　加計支所 ☎22−1111　筒賀支所 ☎32−2121

8広報安芸太田　令和３（2021）年　８月号

しっかり縛る
十字に結ぶ
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次
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
が
、

税
金
の
意
義
や
役
割
を
正
し
く
理

解
し
社
会
の
構
成
員
と
し
て
税
金

を
納
め
、
そ
の
使
い
道
に
関
心
を

持
ち
、
社
会
や
国
の
在
り
方
を
主

体
的
に
考
え
る
自
覚
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
に
、
租
税
教
育
の
一
環

と
し
て
各
小
学
校
・
中
学
校
で
租

税
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
12
日
に
は
、
加
計
小
学
校

６
年
生
を
対
象
に
、
生
活
の
中
で

税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
の
か
を
通
じ
て
、
み
ん
な
で
税

金
の
大
切
さ
を
考
え
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
に
戸
河
内
小
学
校

で
防
災
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
師
に
㈱
ラ
イ
ズ
の
伊い

木き

則の
り

人ひ
と

さ
ん
（
防
災
士
）
を
お
招
き

し
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

や
７
月
３
日
に
静
岡
県
で
起
こ

っ
た
熱
海
豪
雨
災
害
を
例
に
防

災
や
減
災
、
避
難
行
動
に
つ
い

て
児
童
に
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
も
真
剣
に
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

租
税
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

防
災
教
室
開
催

メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
へ
折
り
鶴
レ
イ
を

贈
り
ま
し
た
！

　

こ
の
た
び
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
出
場
さ
れ
た
本
町
在
住
の
栗
栖
克
江
さ

ん
か
ら
、
聖
火
リ
レ
ー
当
日
に
実
際
使
用
し
た

ト
ー
チ
と
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
お
借
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

７
月
14
日
、
加
計
小
学
校
で
、
栗
栖
さ
ん
か

ら
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
経
験
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、

児
童
と
一
緒
に
ト
ー
チ
リ
レ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
町
内
各
小
中
学
校
へ
も
巡
回
。
児

童
・
生
徒
に
と
っ
て
本
物
に
触
れ
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
、
実
際
に
手
に
触
れ
た
児
童
・
生
徒

の
表
情
は
、
感
動
と
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

広
島
県
は
、
メ
キ
シ
コ
を
相
手
国

に
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
し
、

本
町
も
メ
キ
シ
コ
射
撃
チ
ー
ム
受
入

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
向
け
て
の
事
前
合
宿
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

で
す
が
、
選
手
応
援
・
激
励
の
た

め
折
り
鶴
レ
イ
と
お
手
紙
を
町
内
の

児
童
・
生
徒
で
取
組
み
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
折
り
鶴
レ
イ
を
、
二
見
教

育
長
が
メ
キ
シ
コ
大
使
館
に
て
贈
呈

し
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
ト
ー
チ
・

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
や
っ
て
き
た
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７
月
よ
り
救
急
部
医
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
救
急
科

専
門
医
の
小
林
詩
織
と
申
し
ま
す
。

　

安
芸
太
田
病
院
救
急
部
の
診
療
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
よ
く
耳
に
す
る
内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
な
ど

の
診
療
科
は
、
そ
れ
ぞ
れ
臓
器
別
・
疾
患
別
の
専
門
領
域
の

診
療
に
長
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
救
急
科
は
複
数
の
領
域

を
横
断
的
に
診
療
す
る
科
で
す
。

　

そ
の
た
め
救
急
科
専
門
医
は
、
病
気
、
け
が
、
や
け
ど
や

中
毒
な
ど
に
よ
る
急
病
の
方
を
診
療
科
に
関
係
な
く
診
療
し
、

特
に
重
症
な
場
合
に
は
救
命
救
急
処
置
、
集
中
治
療
を
行
う

こ
と
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
説
明
を
聞
く
と
、
生
命
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
よ
う

な
重
症
な
人
の
み
を
診
療
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
軽
い
症
状
と
思
っ
て
い
て
も

重
篤
な
疾
患
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
見

極
め
る
こ
と
も
救
急
部
の
役
割
で
あ
り
、
年
齢
や
傷
病
の
種

類
、
重
症
度
、
緊
急
度
に
関
わ
ら
ず
初
期
対
応
を
行
い
ま
す
。

病
気
や
け
が
の
種
類
、
治
療
の
経
過
に
応
じ
て
、
適
切
な
診

療
科
と
連
携
し
て
診
療
に
当
た
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
当
院
で
は
、
急
な
体
調
不
良
・
け
が
な
ど
で
予

約
な
く
来
院
さ
れ
た
人
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人
や
初
診

の
人
な
ど
の
診
療
は
、
各
診
療
科
の
医
師
が
通
常
の
外
来
診

療
と
並
行
し
て
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
皆
さ
ん
の
初
期
対
応
を
救
急
部
が
担
う
こ
と

で
、
急
を
要
す
る
人
に
は
迅
速
に
対
応
で
き
、
尚
且
つ
通
常

の
外
来
診
療
の
円
滑
化
に
も
貢
献
し
ま
す
。

　

救
急
部
で
の
診
療
を
通
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
安
心
安

全
に
つ
な
が
る
よ
う
な
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

安芸太田病院職員採用試験のご案内

安芸太田病院会計年度任用職員（看護助手）採用試験のご案内

①試験職種、採用予定人員および受験資格

②採用試験（作文試験・面接試験）

③受付期間および受験案内
◇期日／10月初旬（後日連絡します。）　　◇場所／安芸太田病院　

◇試験／９月上旬（後日連絡します。）
◇申込受付期間／８月２日（月）～８月31日（火）　※詳細は下記問い合わせ先までご連絡ください。

試験職種 採用予定人数 受験資格

看 護 師 若干名
昭和61年４月２日以降に生まれた者（令和４年４月１日時点で35歳以下。学歴
は問いません。）ただし、看護師免許を有することを条件とします。（資格取得
見込みの者を含む。）

介護福祉士 若干名
平成４年４月２日以降に生まれた者（令和４年４月１日時点で29歳以下。学歴
は問いません。）ただし、介護福祉士免許を有することを条件とします。（資格
取得見込みの者を含む。）

薬 剤 師 １　名 薬剤師免許を有することを条件とします。（資格取得見込みの者を含む。）

試験職種 採用予定人数 業務内容等

病棟看護助手 若干名
看護業務の支援。療養上の日用生活の介護・ケアを業務とします。看護の専
門的な判断を要しない療養上の世話、病室の清掃、入浴の介助おむつ交換、
食事介助、患者の移動等を行います。

受付期間 ８月２日（月）～
９月17日（金）

⑴郵送の場合は９月17日必着とします。
⑵受付事務は午前８時30分から午後４時30分まで行います。
　（日曜日、土曜日および休日を除く。）

受験案内
電話連絡のうえ、履歴書、免許証の写し等をご郵送ください。
【受験案内】安芸太田病院事務室で配布しています。
　希望者は、請求用の封筒に「受験案内請求」と朱書きし、120円切手を貼った返信用封筒（Ａ４
　封筒、郵便番号、住所、氏名を記入）を同封のうえ、病院事務室へ郵送してください。

●申込み・問い合わせ先／安芸太田病院事務室人事担当　
　　　　　　　　　　　　広島県山県郡安芸太田町大字下殿河内236番地　☎0826－22－2299

広
島
大
学
救
急
集
中
治

療
医
学
か
ら
救
急
科
専

門
医
　
小
林
詩
織
医
長

が
着
任
し
ま
し
た
。
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○家庭でできる生活排水対策について

○水洗化（下水道接続・合併浄化槽設置）へのお願い

水質保全のために水質保全のために　　～生活排水対策と水洗化へのお願い～

　家庭から出る生活排水が河川等を汚す一番の原因で約７割を占めているとい
われています。家庭での取組みが水路や河川の水質汚濁防止や下水道管の詰ま
り防止につながります。

【下水道集合処理区内の方】
　供用開始後10年以上経過しており、現在の水洗化率は86%、新規加入
件数は年々減少している状況です。
　下水道法や条例には「下水道への加入について供用開始後遅滞なく加
入しなければならない」とされていることから、未加入の方については、
早急に「下水道に加入」していただきますようお願いします。

【下水道集合処理区域外の方】
　快適で住みよい暮らしのため、「合併浄化槽の設置」をお願いします。

◎水洗化についてのご相談は、建設課（下水道）、住民課（浄化槽）、または各支所にお問い合わせ
　ください。

◦食器や鍋の汚れは紙などで拭き取ったり、ヘラでかきとってから洗いましょう。
◦油の処理は古新聞などにしみこませて、燃えるごみとして処理してください。
◦調理くずや食べ残し等が流れないように、目の細かい水切り袋などを使いましょう。
◦洗剤・石鹸・シャンプー等適量を心がけてください。

●問い合わせ先／建 設 課　☎︎28−1963　　住 民 課　☎︎28−2116
　　　　　　　　加計支所　☎︎22−1113　　筒賀支所　☎︎32−2121

　農業用水路等に「食品くず」や「洗剤の泡等」の生活雑排水が流入し、水田等に
流れ込んでいる情報が頻繁に寄せられています。
　豊かな水環境保全のため、下記について皆様のご理解とご協力をお願いします。

　
気
温
や
湿
度
の
高
い
こ
の
時
期
は
食
中

毒
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
の
食
中
毒
は
、
細
菌
に
よ
る

も
の
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
食

中
毒
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の

三
原
則
と
し
て
、

①
細
菌
を
「
つ
け
な
い
」

　
・
調
理
前
に
は
手
洗
い
を
行
う
な
ど

②
細
菌
を
「
ふ
や
さ
な
い
」

　
・
冷
蔵
・
冷
凍
庫
に
物
を
詰
め
す
ぎ
な

　
　
い
（
７
割
が
目
安
）
な
ど

③
細
菌
を
「
や
っ
つ
け
る
」

　
・
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
（
75
℃
以

　
　
上
で
１
分
間
以
上
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
し
っ
か
り
守
っ
て
、
食
中
毒

か
ら
自
分
や
家
族
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

食中毒食中毒にに注意注意

しましょう！
しましょう！

11 広報安芸太田　令和３（2021）年　８月号
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●問い合わせ先／住民課 ☎︎28−2116　加計支所 ☎︎22−1111　筒賀支所 ☎︎32−2121

猫
よ
け
器
の
貸
出
し

　

町
で
は
野
良
猫
等
で
お
困
り
の
方
に
猫
よ
け
器
（
超
音

波
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
猫
を
遠
ざ
け
る
効
果
を

有
す
る
器
具
）
の
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

◇
貸
出
し
対
象
者

　
町
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
自
己
の
所
有
地
で
の
猫
に

　
よ
る
糞
尿
等
の
被
害
を
防
止
し
た
い
人
。

◇
貸
出
個
数
：
１
セ
ッ
ト
（
ガ
ー
デ
ン
バ
リ
ア
１
個
・

　
　
　
　
　
　
ガ
ー
デ
ン
バ
リ
ア
ミ
ニ
１
個
）

◇
貸
出
場
所
：
役
場
住
民
課
・
加
計
支
所
・
筒
賀
支
所
・

　
　
　
　
　
　
安
野
出
張
所

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
貸
出
中
は
待
っ
て
い
た

　
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
貸
出
日
数
：
15
日
を
上
限
と
し
ま
す
。

◇
注
意
事
項
：
電
池
は
自
己
負
担
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
ガ
ー
デ
ン
バ
リ
ア
…
単
１
電
池
４
本

　
　
　
　
　
　
ガ
ー
デ
ン
バ
リ
ア
ミ
ニ
…
単
２
電
池
４
本

左…ガーデンバリアミニ
右…ガーデンバリア　　

『第8回ひろしま神楽の日』 鑑賞者の募集をします

　

安
芸
太
田
町
消
防
団
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
に
大
規
模
な
行
事
・
訓
練
の
自
粛
を

し
て
い
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
心

・
安
全
の
た
め
、
各
分
団
ま
た
は
部
ご
と

に
お
い
て
は
、
日
々
、
機
器
の
点
検
や
訓

練
等
を
行
い
、
突
発
的
に
発
生
す
る
火
災

等
へ
の
備
え
を
し
て
い
ま
す
。

◀︎
第
３
分
団
の
放
水
訓
練
の
様
子

消
防
団
の

消
防
団
の　　

活
動
紹
介

活
動
紹
介

■ガーデンバリアミニ
上下角度

上下角度

左右角度

左右角度

※発生する音量（dB）は距離が遠のく程弱くなります。
　（取り付け場所などの環境により数値は多少異なります）

感知範囲
25㎡

※発生する音量（dB）は距離が遠のく程弱くなります。
　（取り付け場所などの環境により数値は多少異なります）

感知範囲
100㎡

■ガーデンバリア

約
4ｍ

約
7ｍ

約90°

約90°

約6m

約10m

最大直進約6m

最大直進約13m

12.5㎝

10.5㎝

最大直進約6m

最大直進約13m

0m

0m

1m
（100dB）

（105dB）
1m

4m
（88dB）

（93dB） （85dB）
4m 10m

約20°

約15°
約5°
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消費生活ホットライン消費生活ホットライン

●架空請求の請求手段は、電話、ハガキ、メール、SMS（ショートメッセージサービス） など
　さまざまです。
●実在の事業者名をかたって本物と思わせたり、法的措置を取るなどと記載をしたり、消費者
　の不安をあおるケースも見られます。
●架空請求は消費者の情報を完全に特定して送られているわけではありません。連絡してしま
　うと個人情報が知られ、その情報を元にさらに金銭を要求される可能性があります。未納料
　金を請求されても心当たりがなければ決して相手に連絡してはいけません。

ひとこと
助言

皆さんも
皆さんも

気をつけて!
気をつけて! 架空請求架空請求　　

心当たりのない請求は無視!心当たりのない請求は無視!

産業観光課（役場本庁東館１階）☎28−1961
mail : syouhi@akiota.jp

安芸太田町消費生活相談所

（県庁）☎082−223−6111広 島 県 生 活 セ ン タ ー

「消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」と
書かれたハガキが届き、電話をしたら、弁護士を
名乗る者を紹介され、指示に従いコンビニで支払
い番号を伝えて取り下げ料10万円を支払った。

　大手通販会社の名前でＳＭＳが届き、身に覚え
がなかったが、連絡しないと法的措置を取るとあ
ったので電話をしたら、未納サイト料金を請求さ
れた。19万円、さらに50万円分のプリペイドカー
ドを購入し、番号を伝えて支払った。

事
例
１

事
例
２

『第8回ひろしま神楽の日』 鑑賞者の募集をします
各地域に伝わる勇壮華麗な神楽をぜひこの機会にご鑑賞ください。

◆開催日時／9月25日㈯・26日㈰　両日とも10時からオープニングセレモニー
◆開催場所／広島駅南口エールエール地下広場
◆出演神楽団
　９月25日㈯　第１部…◦大草神楽子ども研究クラブ「御神祇」「八重垣」
　　　　　　　　　　　◦三谷神楽団「塵倫」
　　　　　　　第２部…◦伊賀和志神楽団「塵倫」　◦上中調子神楽団「滝夜叉姫」
　９月26日㈰　第１部…◦萩原神楽保存会「御神祇」「能舞」　◦河津原神楽団　「道返し」
　　　　　　　第２部…◦日吉神楽団「滝夜叉姫」　◦雄鹿原上組神楽団「八岐大蛇」
◆鑑賞料金／無料（全席指定・要事前申し込み）
◆申込方法／“神楽”まち起こし協議会ホームページをご確認ください。
◆応募期限／９月10日㈮　
※会場では新型コロナウイルス感染症予防にご協力いただきますようお願い申し
　あげます。
●問い合わせ先／広島広域都市圏協議会“神楽”まち起こし協議会事務局
　　　　　　　　（安芸高田市企画振興部政策企画課内）
　　　　　　　　☎︎0826−42−5612（平日のみ　8時30分～17時）Fax0826−42−4376
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み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち

　
　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違
い
を
認
め
合
う
心
～

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

　

本
庁
住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
６

　

加
計
支
所
☎
２
２−

１
１
１
１

　

筒
賀
支
所
☎
３
２−

２
１
２
１

人
権

※人権同和問題啓発　強調月間
27日～９月２日
　全国一斉「子どもの人権110番」強化週間 

8月

人権
カレンダー

広報安芸太田　令和３（2021）年　８月号

　

部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
は
、
日
本
社
会
の
歴

史
的
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分
差
別
に
よ
り
、

日
本
国
民
の
一
部
の
人
々
が
、
長
い
間
、
経
済
的
、

社
会
的
、
文
化
的
に
低
い
状
態
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
を
強
い
ら
れ
、
今
な
お
、
日
常
生
活
の
上
で

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
受
け
る
な
ど
し
て
い
る
日
本

固
有
の
人
権
問
題
で
す
。

　

部
落
差
別
と
は
、
部
落
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
住

ん
で
い
る
、
あ
る
い
は
地
縁
・
血
縁
関
係
を
部
落

に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
み
な
さ
れ
た
人
へ

の
差
別
で
す
。

　

結
婚
に
お
け
る
差
別
、
差
別
発
言
、
差
別
落
書

き
な
ど
の
事
案
は
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
不
当
な
差
別
的

取
扱
い
を
助
長
・
誘
発
す
る
目
的
で
特
定
の
地
域

を
同
和
地
区
で
あ
る
と
し
て
指
摘
す
る
な
ど
の
事

案
も
発
生
し
て
い
て
、
こ
う
し
た
行
為
は
他
人
の

人
格
や
尊
厳
を
傷
つ
け
か
ね
な
い
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。

　

差
別
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
人
自
身
の
個

性
や
特
性
を
評
価
せ
ず
、
逆
に
本
人
が
責
任
の
負

い
よ
う
が
な
い
、
あ
る
い
は
本
人
の
努
力
で
は
解

決
し
が
た
い
事
情
を
根
拠
と
し
て
不
利
益
を
あ
た

え
た
り
、
人
権
を
侵
害
し
た
り
す
る
こ
と
。
そ
れ

が
差
別
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
生
き
て
い
る
こ
の
社
会
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
差
別
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
部
落
差

別
の
問
題
も
ま
た
重

大
な
社
会
問
題
の
一

つ
で
す
。

　

部
落
差
別
（
同
和

問
題
）
の
解
決
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
問
題
と
し

て
一
層
の
理
解
を
深

め
、
自
ら
の
意
識
を

見
つ
め
直
す
と
と
も

に
、
自
ら
を
啓
発
し

て
行
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

広
島
法
務
局
お
よ
び
広
島
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
い
じ
め
や
児
童
虐
待
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
の
被
害
に

あ
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
発
す
る
信
号
を
い
ち

は
や
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
問
題
の
解
決
を
支
援
す
る

た
め
、
専
用
相
談
電
話
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」
を
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。

人
権
を
尊
重
す
る
「
気
づ
き
」
の
木
は
、
一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
あ
り
ま
す
。

芽
生
え
た
「
気
づ
き
」
に
、
思
い
や
り
と
い
う
水
を
あ
げ
れ
ば
、
お
互
い
を
認
め

合
い
、
支
え
合
う
「
き
ず
な
」
は
き
っ
と
実
る
は
ず
。

気
づ
い
た
ら
、
行
動
す
る
。

そ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

【強化週間】

8月27日㈮〜9月2日㈭

子どもの人権110番
フリーダイヤル

0120−007−110

平日

土日
８:30〜19:00
10:00〜17:00

部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
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隊員だより隊員だより 99

　

収
穫
の
時
期　

神か
ん
田だ　
俊し

ゅ
ん
す
け介

隊
員

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
神
田
で
す
。

　
安
芸
太
田
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
、
百

姓
屋
に
配
属
さ
れ
て
か
ら
、
２
年
と
３
か
月
が
経
ち
ま

し
た
。

　
春
に
植
え
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
あ
っ
と
い
う
間
に
育

ち
、
僕
の
身
長
を
超
え
、
間
も
な
く
収
穫
時
期
に
入
り

ま
す
。
収
穫
時
期
に
入
る
と
、
早
朝
５
時
頃
に
は
畑
に

集
ま
り
、
ま
だ
薄
暗
い
中
カ
ッ
パ
を
着
て
、
朝
露
に
濡

れ
な
が
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
の
中
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　
朝
が
早
い
分
、
昼
の
休
み
時
間
が
長
く
こ
の
時
間
で

身
体
を
十
分
に
冷
や
し
、
ま
た
炎
天
下
で
の
農
作
業
に

勤
し
み
ま
す
。

　
つ
い
こ
の
間
、
田
植
え
が
終
わ
っ
た
か
と
思
え
ば
、

８
月
下
旬
に
は
稲
刈
り
が
始
ま
り
、
稲
刈
り
が
終
わ
る

頃
に
な
る
と
柿
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
今
年
の
柿
は

と
て
も
た
く
さ
ん
の
実
を
付
け
ま
し
た
。
豊
年
で
す
。

こ
の
ま
ま
、
雪
が
降
る
ま
で
忙
し
い
日
々
が
続
き
ま
す
。

　
協
力
隊
最
後
の
１
年
、
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
じ
っ

く
り
と
味
わ
い
噛
み
し
め
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
う
も
ろ
こ
し
フ
ェ
ア
大
盛
況

道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち
商
品
紹
介

「
安
芸
乃
国
酒
造
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

　
（
発
泡
酒
）」

地域商社あきおおた通信地域商社あきおおた通信
第26号

一般社団法人 地域商社あきおおた
道の駅  来夢とごうち

〒731−3664 安芸太田町大字上殿632−2
　☎28−1800 FAX28−1843

　

日
本
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
購
入
で
き
る
『
あ
き
お
お
た
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
』
に
て
「
朝
採
れ
と
う
も
ろ
こ
し
」
を
販
売
中
で
す
。

　

７
月
よ
り
開
始
し
、
７
月
末
時
点
で
１
２
０
０
本
以
上
の
ご
注
文
を

日
本
各
地
よ
り
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
農
産
物
が
使
わ
れ
た

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
ご
存
じ
で

す
か
？

　

か
ぼ
ち
ゃ
、
紫
芋
、
米
、
菊

芋
、
に
ん
に
く
、
黒
に
ん
に
く

が
使
用
さ
れ
、
丁
寧
に
作
ら
れ

る
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
で
す
。

　

ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、

安
芸
太
田
町
内
の
観
光
名
所
が

施
さ
れ
て
お
り
、
お
盆
な
ど
の

ご
家
族
の
帰
省
時
や
贈
り
物
な

ど
に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
時
期
、
お
中
元
や
ご
自

宅
で
の
一
杯
に
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

「地域おこし協力隊」
は、総務省の事業で都市部
など地域外の人材を過疎地
域の新たな担い手として受
け入れ、地域力の維持と強
化を図る取組みです。　　

　

今
月
号
で
は
、
道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち
よ
り
こ
の
時
期
な
ら
で
は

の
「
取
扱
商
品
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



●
問
い
合
わ
せ
先
／
広
島
県
環
境
保
全
課　

☎
０
８
２−

５
１
３−

２
９
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
県
西
部
厚
生
環
境
事
務
所
広
島
支
所　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２−

５
１
３−

５
５
３
７

　
　
　
　
　
　
　
　

役
場
住
民
課　

☎
２
８−

２
１
１
６

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
!!!!
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■
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
…

　

工
場
の
煙
や
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
な

ど
大
気
中
に
排
出
さ
れ
た
窒
素
酸
化
物

や
炭
化
水
素
な
ど
が
、
太
陽
光
中
の
紫

外
線
に
よ
っ
て
光
化
学
反
応
を
お
こ
し

酸
化
性
物
質
（
例
え
ば
オ
ゾ
ン
、
パ
ー

オ
キ
シ
ア
セ
チ
ル
ナ
イ
ト
レ
ー
ト
、
二

酸
化
窒
素
な
ど
）
や
還
元
性
物
質
（
ホ

ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
な
ど
）
が
生
成
さ
れ

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
物
質
が
霧
状
に
滞
留
し
た

状
態
を
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
呼
び
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
物
質
の
う
ち
、
二
酸
化
窒

素
を
除
く
酸
化
性
物
質
を
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
と
呼
び
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

の
指
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
特
に
６

月
か
ら
８
月
の
天
気
が
良
く
、
気
温
が

高
く
、
風
の
弱
い
日
に
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

注
意
報
等
を
発
令
し
た
と
き
は
、
県

の
関
係
機
関
や
各
市
町
を
通
じ
、
ま
た
、

報
道
機
関
の
協
力
を
得
て
、
次
の
事
柄

に
注
意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
、
健
康
被

害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

①
目
、
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
人
は
、
洗
眼
、

　

う
が
い
等
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応

　

じ
医
師
の
診
断
を
受
け
、
最
寄
り
の
県
厚

　

生
環
境
事
務
所
（
支
所
を
含
む
）
ま
た
は

　

市
町
役
場
に
連
絡
す
る
こ
と 

②
で
き
る
だ
け
外
出
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

　

と
（
特
に
呼
吸
器
系
疾
病
患
者
等
） 

③
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
に
お
い
て
は
、

　

状
況
に
応
じ
屋
外
運
動
を
中
止
す
る
こ
と 

④
自
動
車
を
使
用
す
る
人
は
、
不
要
・
不
急

　

の
自
動
車
の
運
行
を
差
し
控
え
る
よ
う
に

　

す
る
こ
と 

⑤
植
物
ま
た
は
家
畜
に
異
常
を
認
め
た
人
は
、

　

最
寄
り
の
市
町
役
場
に
連
絡
す
る
こ
と

■
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

○
不
要
不
急
の
自
動
車
の
運
転
を
控
え
る
。

○
夏
期
に
は
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
を
で
き
る
だ

　

け
し
な
い
。

○
自
動
車
の
急
発
進
、
急
加
速
か
ら
吹
か
し

　

は
し
な
い
。

○
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
や
車
内
で
人
を

　

待
つ
と
き
な
ど
駐
停
車
中
は
、
こ
ま
め
に

　

エ
ン
ジ
ン
を
切
り
、
不
必
要
な
ア
イ
ド
リ

　

ン
グ
を
や
め
る
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　

加
計
支
所
☎
２
２−

１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

筒
賀
支
所
☎
３
２−

２
１
２
１

安
芸
太
田
町
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
の
被
保
険
者
証
を
更
新
し
ま
し
た

交
通
事
故
な
ど
で
の
治
療
の
た
め
、
国
保
の
被
保

険
者
証
を
使
っ
た
と
き
は
、
役
場
に
連
絡
を
！

　

相
手
方
の
あ
る
交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
負
傷
し
、
治

療
を
受
け
た
と
き
は
、
治
療
費
の
一
部
を
加
害
者
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
保
の
被
保
険
者
証
を
使
っ
て
、
治
療
を
受
け
た
と

き
は
、
示
談
の
前
に
、
必
ず
本
庁
住
民
課
ま
た
は
各
支

所
住
民
生
活
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」
な
ど
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
保
の
被
保
険
者
証
を
更
新
し
、
７
月
下
旬
に
各

世
帯
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
か
ら
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る
際
は
、
新
し

い
被
保
険
者
証
（
薄
い
紫
色
）
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

〈
お
願
い
〉

有
効
期
限
が
令
和
３
年
７
月
31
日
ま
で
の
被
保
険
者
証 

 

（
薄
い
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、
医
療
機
関
等
で
使
用
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
本
庁
住
民
課
ま
た
は
各
支
所
住

民
生
活
課
に
お
返
し
い
た
だ
く
か
、
ご
自
身
で
、
ハ
サ

ミ
な
ど
で
細
か
く
切
り
き
ざ
み
、
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。
県章を削除

市町の公印の印影を黒色に変更

個人ごとに
２桁の枝番が追加

○市
○印
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住　民　課

みんなの国民年金みんなの国民年金

　免除等の判定においては、世帯主および配偶者（納付猶予は配偶者のみ）も審査の対象となります。
また、申請者本人のほか、世帯主や配偶者が①と②に該当するときにも、この簡易な手続きによる申
請ができます。

問い合わせ先
●広島西年金事務所　☎︎082−535−1505　広島市西区商工センター2−6−1　NTTコムウェア広島ビル1階

●住民課　☎︎28−2116　●加計支所　☎︎22−1111　●筒賀支所　☎︎32−2121

新型コロナウイルス感染症の影響により国民年金保険料の納付が困難な方へ

国民年金保険料の免除申請が可能です!

申請の対象
となる期間

申　請　に
必要なもの

申 請 方 法

令和３年度分として…令和３年７月分から令和４年６月分まで
令和２年度分として…令和２年７月分から令和３年６月分まで
令和元年度分として…令和２年２月分から令和２年６月分まで

１．国民年金保険料免除・納付猶予申請書
２．所得の申立書（簡易な所得見込額の申立書〈臨時特例用〉）
◦国民年金保険料免除・納付猶予申請書・所得の申立書は、日本年金機構ホー
　ムページからダウンロードするか、役場本庁・各支所へ備え付けてあります。
◦申請書の提出は、役場本庁・各支所へご提出ください。

　今般の新型コロナウイルス感染症の影響により、収入源となる業務の喪失や売り上げの減少
などが生じて所得が相当程度まで下がった場合は、臨時特例措置として本人申告の所得見込額
を用いた簡易な手続きにより、国民年金保険料免除申請が可能です。

※１　令和２年度分以降の任意の月における所得額を12か月に換算し、見込み経費を控除し算出しま
　　　す。所得見込額が全額免除基準相当や一部免除基準相当に該当する場合に、それぞれの基準に
　　　該当する免除が適用になります。
※２　承認の所得基準（令和３年度免除・納付猶予申請の基準額）

　詳しくは日本年金機構ホームページ（https://www.nenkin.go.jp/）をご覧ください。

対象となる方（以下のいずれにも該当する方が対象になります。）

①新型コロナウイルス感染症の
　影響による収入の減少

令和２年２月以降に新型コロナウイルス感染症の
影響により業務が失われた等により収入が減少し
たこと。

②所得が相当程度まで下がった
　場合

令和２年２月以降の所得の状況からみて、所得見
込額（※1）が国民年金保険料免除基準相当（※2）
になることが見込まれる方

全 額 免 除 （扶養親族等の数+1）×35万+32万円

４分の３免除 88万円+扶養親族等控除額+社会保険料控除額等

半 額 免 除 128万円+扶養親族等控除額+社会保険料控除額等

４分の１免除 168万円+扶養親族等控除額+社会保険料控除額等
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　現在、介護認定（要支援１．２・要介護１～５）を受け

ている人、総合事業の対象となっている人を対象に、利用

者負担割合（１割から３割）が記載された「介護保険負担

割合証」を交付しています。

　介護サービスを利用する場合には、費用の一定割合を利

用者の人にご負担いただくことが必要です。

利用者負担割合について、前年の所得

により１割から３割を負担していただ

きます。

要介護１．２．３．４．５・要支援１．２の認定を受けている人全員、また総合事

業の対象となった人に交付します。

※新たに対象となった人には、随時交付します。

１年間（令和３年８月１日～令和４年７月31日）

※新たに要介護（要支援）認定を受けた人、認定期間切れでの再認定を受けた

　人の適用期間は、申請日からとなります。

令和３年７月末までの負担割合証は、令和３年８月１日以降は利用できません。

次の方法でお返しください。

　①担当の介護支援専門員（ケアマネジャー）へ渡す。

　②健康福祉課、または役場本庁、加計・筒賀各支所・安野出張所へお返しく

　　ださい。

●問い合わせ先／健康福祉課　介護保険係　☎︎25−0250

〈その他の合計所得金額〉

　合計所得金額から年金収入に係る所得（公的年金等の収入金額から公的年金等控

　除額を控除した残額）を控除した額

対象者 負担割合

本人の合計所得金額が

220万円以上の人 本人も含め同一世帯に

いる65歳以上の人の

「年金収入額＋その他

の合計所得金額」が右

記の金額

単身世帯は

340万円以上
３割

２人以上は

463万円以上

（上記３割負担に該当

しない人で）本人の合

計所得金額が160万円

以上の人

単身世帯は

280万円以上
２割

２人以上は

346万円以上

上記以外の人 １割

介護保険負担
割合について 

負担割合証が
交付される人 

負担割合証の
適 用 期 間  

期 間 切 れ の
負担割合証の
返却のお願い  

負 担 割 合 の
判 定 基 準

介護サービス利用時の介護サービス利用時の
自己負担割合証について自己負担割合証について
介護介護サービス利用時のサービス利用時の

自己負担割合証について自己負担割合証について

☆今お持ちの 「介護保険負担割合証」 の切替の時期になります。

介護サービス利用時には、負担割合証の提示をお忘れなく
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お
知
ら
せ
!!

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
問
い
合
わ
せ
先
／
安
芸
太
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
２
２－

２
０
３
１

「
通
い
の
場
」

「
通
い
の
場
」
が
誕
生
し
ま
し
た

が
誕
生
し
ま
し
た
!!!!

　

今
年
度
に
入
っ
て
「
浄
善
地
区
」
に
お
い

て
町
内
27
会
場
目
の
通
い
の
場
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
12
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
通
い
の
場
」
で
は
、
お
も
り
を
手
足
に
つ

け
負
荷
を
か
け
て
、
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
体

操
を
行
い
ま
す
。

　

１
週
間
に
一
度
、
30
分
余
り
の
体
操
で
す

が
、
「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
。

　

続
け
る
こ
と
で
…

◦
歩
く
の
が
楽
に
な
っ
た
。

◦
膝
の
痛
み
が
軽
く
な
っ
た
。

◦
椅
子
か
ら
の
立
ち
上
が
り
が
楽
に
な
っ
た
。

な
ど
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
く
の
人
達
で
も
平
素
は
な
か
な

か
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
な
い
中
で
、
週
一

度
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
う
れ

し
い
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
で
も
ぜ
ひ
行
い
た
い
と

い
う
人
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

健診日程 健診会場 受付時間

8月11日㈬ 筒賀小学校体育館 8：00〜11：00
8月20日㈮・23日㈪・24日㈫ 加計体育館 8：00〜11：00
9月21日㈫ 修道活性化センター 8：00〜10：00
9月22日㈬・24日㈮ 戸河内ふれあいセンター 8：00〜11：00
◦胃がん検診を受診される方の受付時間は、8：00〜10：30（加計・筒賀・戸河内）です。
◦乳腺エコー検査（超音波検査）は8月24日㈫　加計体育館でのみ実施します。

安芸太田町のみなさまへ
●サービス提供エリアであっても、利用できない場合があります。
　エリアについては、下記までお問い合わせください。

（FTTHアクセスサービス） お申込み受付中!
【お申し込み・お問い合わせ】NTT西日本 IPコールセンター

【受付時間】 午前９時～午後５時  土曜・日曜・祝日も受付中（年末年始12/29～1/3を除きます。）
◎携帯電話・PHSからも通話できます。電話番号をお確かめのうえ、お間違えのないようお願いいたします。

「コラボ光」も利用可能です。
●「コラボ光」をお申し込みの際は、各光コラボレー
　ション事業者へお問い合わせください。
●各コラボレーション受付窓口でお困りごとがあった
　場合でもお気軽にお電話ください。

審査  21−94−1

広告

0120−116116

令和３年度山ゆり健診
（集団健診）の延期日について

山ゆり健診（集団健診）を次の日程で実施します。
なお、５月に受診予定だった人には、個別に通知を送付し
ていますのでご確認ください。
●問い合わせ先／健康福祉課 健康増進係 ☎︎22−0196



せ
ら
し
お

n
oi

t
a

mr
o

f
n

I

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
所
得
お
よ
び
児
童
の
養
育
状

況
確
認
の
た
め
、
毎
年
８
月
中
に

「
現
況
届
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

「
現
況
届
」
は
、
令
和
３
年
度

（
令
和
３
年
11
月
分
か
ら
令
和
４

年
10
月
分
ま
で
）
に
児
童
扶
養
手

当
を
引
き
続
き
受
給
で
き
る
か
を

◆
日
時

　

８
月
15
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
か
ら

◆
場
所

　

戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
メ
イ
プ
ル
ホ
ー
ル
）

　

今
年
度
の
式
典
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
、

関
係
者
の
み
で
執
り
行
い
ま
す
。

　

終
戦
記
念
日
で
も
あ
る
当
日
は
、

正
午
に
防
災
行
政
無
線
で
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
戦
没
者

の
追
悼
と
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
、

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

☎
２
８−

２
１
１
１

　

令
和
３
年
７
月
１
日
付
け
で
法

務
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
昭
和
24
年

６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
人
権
擁

護
委
員
法
に
基
づ
い
て
活
動
を
し

て
い
る
無
報
酬
の
民
間
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
人
た
ち
が
人
権
思

想
を
広
め
、
地
域
の
中
で
人
権
が

侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る

こ
と
で
、
人
権
を
擁
護
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か

ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
諸

外
国
に
例
を
見
な
い
制
度
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
現
在
、
約

１
万
４
千
人
が
法
務
大
臣
か
ら
の

委
嘱
を
受
け
、
全
国
の
各
市
町
村

に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
安
芸
太
田
町
で
は
７
名

の
人
権
擁
護
委
員
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

戦
没
者
追
悼
・
平
和
祈

念
式
典
　
　
　
　
　
　

安
芸
太
田
町
人
権
擁
護

委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

20

　

検
査
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
検
査
日
時

　

９
月
７
日
㈫
・
10
月
５
日
㈫

　

13
時
～
15
時

◇
検
査
場
所

　

広
島
県
庁　

農
林
庁
舎
１
階

　

診
察
室
（
広
島
県
西
部
保
健
所

　

広
島
支
所
内
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　

保
健
課
保
健
対
策
係　

　
　

☎
０
８
２−

５
１
３−

５
５
２
１

広
島
県
が
行
う
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗

原
抗
体・梅
毒
検
査・肝
炎

ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査
日
程

の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　

広報安芸太田　令和３（2021）年　８月号

武た
け

山や
ま　

智と
も

文ふ
み

さ
ん　

再
任

小お

田だ　

優ゆ
う

子こ

さ
ん　

新
任

あなたにしか救えないあなたにしか救えない命命がある!がある!

もしも目の前で大切な人が倒れたら…もしも目の前で大切な人が倒れたら…
そんな時に備えてそんな時に備えて 『『救命講習会救命講習会』』 に参加してみませんかに参加してみませんか??

●問い合わせ先／安佐北消防署安芸太田出張所　☎︎0826−32−2011

広島市消防局
キャラクター

『もみみん』

決
定
す
る
大
事
な
も
の
で
す
の
で

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
11

月
分
以
降
の
手
当
が
受
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
制
限

に
よ
り
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ

て
い
る
人
も
届
出
が
必
要
で
す
。

◆
提
出
期
間

　

８
月
２
日
㈪
～
８
月
31
日
㈫

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
☎
２
５−

０
２
５
０

◉実 施 日 時／令和3年9月11日（土）　9時〜12時
　　　　　　　【9月9日は救急の日　この日を含む一週間が救急医療週間】
◉実 施 場 所／戸河内ふれあいセンター体育館（戸河内759番地1）

◉受講対象者／安芸太田町にお住まいまたはお勤めの方（中学生以上）
◉講 習 内 容／心肺蘇生法（心臓マッサージ）やAEDの使用方法など
　　　　　　　※受講者には修了証を発行します。
◉受　講　料／無料（定員30名）
◉受 講 受 付／受講希望者は、令和３年８月31日（火）までに安芸太田出張所へ
　　　　　　　お申し込みください。なお、定員に達した段階で締め切ります。

受講希望者
募集中!



　

まりのページ
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国際交流だより国際交流だより

長～い夏休み長～い夏休み
Hi everyone! Summer vacation is here! Are you enjoying watching the 
Tokyo Olympics? I’m looking forward to seeing the Paralympic Games too! 
（夏休みに入りましたね！オリンピックを観ていますか？私はパラリンピックも楽しみにしています！）
Many people ask me, “Who do you root for? Japan or Canada?” It depends on the 
sport but I usually root for both.（「日本かカナダ、どっちを応援する？」とよく聞かれますが、
競技によりますが、大体両方とも応援していますよ！）

　今、カナダの子どもたちはとても長～い夏休みを楽しんでいる最中です。

　カナダの夏休みは６月末から８月いっぱいまでで、大体２か月間です。１年間の学年が６月で終了し、

新学期は９月からスタートになります。そのため夏休みの宿題はありません！びっくりですよね！「宿題

がなかったら、夏休みはどう過ごしているんだろう？」と思いませんか？

　私は子どものころ、夏休みは必ず水泳レッスンと日本語学校に通っていました。それ以外は近所の子ど

もたちと毎日のんびり外で暗くなるまでひたすら遊んでいました。兄たちは夏の野球リーグに入って、練

習や大会で大忙しでした。幼なじみの友達は毎年家族と海外旅行に行っていて、とても羨ましかったです。

　とにかくみんなの過ごし方はさまざまで、多種多様です！人気なのは子どもの長期サマーキャンプです。

キャンプのテーマがいろいろで、スポーツ、理科、美術、音楽や演芸を学べるキャンプもあり、その子に

合うものを選び参加することができます。

　他に人気なのは、別荘で過ごすことです。別荘を持っているカナダ人は割と多く、大自然の中でのんび

り過ごします。私の家族は持っていませんでしたが、友達の別荘によく遊びに行っていました。大体の別

荘は湖沿いで、水の中で泳いだり、釣りをしたり、カヌーをしたりできます。別荘でのＢＢＱ＆キャンプ

ファイアも最高です！

　大人も夏に少し長めの休暇を取って、家族と夏の計画を立てる人も多いです。カナダの四季の中で比較

的に短い夏は祭りや行事がぎっしり入っています。とにかく夏はすることが多くて、とても楽しい季節で

す！私はやっぱり夏になったら、カナダが恋しくなります。

　日本はカナダより夏休みが短く、子どもたちは宿題や部活で忙しいですが、少しでも家族と楽しい夏の

思い出を作ってあげたいですね！ Enjoy your summer everyone!

ひろしま
環境の日

広島県では、毎月第一土曜日を「ひろしま環境の日」と定めています。まずは、
できることから!! みんなでエコな活動を率先して実践していきましょう。

●問い合わせ先／住民課　☎︎28−2116

やってみよう省エネ生活！
～こまめに水を止めよう～

9月4日（土）
のテーマは



 図書館
　だより 筒 賀 分 室 筒賀ふれあいプラザ内

　☎︎32-2601

戸河内分室 地域支援センター内
　☎︎28-1966

本　　　館 川・森・文化・交流センター内２階川・森・文化・交流センター内２階
　　☎︎2222-12131213

〈ホームページアドレス〉https://www.lics-saas.nexs-service.jp/akiota/

BOOK
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『仏華』

『野外毒本』

『森のようちえん冒険学校』

『リボルバー』（小説）

『梅花下駄』（小説）

『神の悪手』（小説）

『竜とそばかすの姫』（小説）

『雨夜の星たち』（小説）

新しい図書館の仲間を

　　　　ちょっとだけ紹介するよ!

一
般
書

児
童
書

『サンゴは語る』

『れんこちゃんのさがしもの』（読み物）

『縄文の狼』（読み物）

『どーすんの!?おもちゃゲット大作戦』
（読み物）　

『もりの100かいだてのいえ』（絵本）

『お月さんのシャーベット』（絵本）

山口謠司／著
さくら舎　2019年発行

今月のおススメ本今月のおススメ本

『一字違いの語
ご

彙
い

力』

移動図書館やまびこ号運行日
８月１７日（火）・１８日（水）

１９日（木）・２０日（金）

　肝
きも

に命じる？肝に銘じる？

弱冠？若冠？ついやってしま

う一字違い。初めは違和感が

あっても、何度も使っている

と慣れてしまうものです。

　言葉の由来や漢字の意味を

知って、楽しく正しい語彙を

覚えましょう。

本館月末休館日 ８月３１日（火）

読んでミンサイ新刊案内♪読んでミンサイ新刊案内♪

　

７
月
13
日
、
川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー
と
、
各
中
学
校

を
リ
モ
ー
ト
で
結
び
立
志
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
中
学
３
年
生
が
出
席
し
、
将
来
の
夢
と
志
を
誓
い
、
実

現
に
向
け
努
力
し
て
い
く
決
意
を
し
ま
し
た
。
各
学
校
の
生
徒
を

代
表
し
て
、
加
計
中
学
校
の
佐さ

さ々

木き

志し

展の
ぶ

さ
ん
と
安
芸
太
田
中
学

校
の
藤ふ

じ

川か
わ

は
る
か
さ
ん
が
将
来
に
向
け
た
決
意
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
講
演
会
で
は
、
安
芸
太
田
町
穴
の
出
身
で
、
現
在
は

全
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
清き

よ

胤た
ね

慶よ
し

英ひ
で

さ
ん
に
動
画
で
生
徒
た
ち
に
向
け
、
夢
や
志
を
実
現
す
る
た
め
に

努
力
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
さ
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 令和３年 第12回 立志式

（青少年育成安芸太田町民会議主催）



安芸太田町は… 　　 2,758人　 　  3,148人 　  5,906人　3,097世帯  2021年(令和3年)7月31日現在

今月の当番医

来月の当番医

８月

９月

５日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
12日㈰　山根医院（内科）
19日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
20日㈪　安芸太田病院（救急サブセンター）
23日㈭　安芸太田戸河内診療所（内科）
26日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）

８日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）
９日㈪　安芸太田病院（救急サブセンター）
15日㈰　山根医院（内科）
22日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
29日㈰　山根医院（内科）

し尿収集日

※初回のし尿くみ取りは、町への登録が必要となります。役場衛
　生対策室、本庁住民課または各支所までお問い合わせください。
※し尿汲取手数料は、くみ取りした月の翌月中旬納付書送付、ま
　たは翌月末日口座振替となります。

今月の納税等

○町県民税………………………第２期
○国民健康保険税………………第３期
○後期高齢者医療保険料………第２期
○介護保険料……………………第５期

（納期限:８月31日）
※納期限を必ず守りましょう

　７月号23ページで掲載しました6月30日現在
の人口と世帯について誤りがありましたので、
訂正してお詫び申しあげます。
　誤：女性3,155人　世帯3,105世帯
　正：女性3,154人　世帯3,104世帯

８月

８
月

10日㈫ 遊谷・戸河内土居・下本郷・田吹
11日㈬ 上本郷・吉和郷・打梨・那須
13日㈮ 加計土居・滝本
16日㈪ 丁川・田之原・穴阿・川登・勝草

17日㈫ 小板・松原・板ヶ谷・川手・柴木
梶ノ木・横川

18日㈬ 宇佐・澄合・早木・芦杉・黒峠
20日㈮ 修道

23日㈪ ニホヘ・トチリ・ヌルヲ・ワカヨ・タ
レ・ソ・ツ

24日㈫ 附地・光石・イロハ・塚原・香草
25日㈬ 坪野・上久日市・下久日市・筒賀全域

27日㈮ 天神町・巴町・道の口・本町・東旭町
西旭町・古市・新町・神田町・空条

30日㈪ 上殿一円
31日㈫ 程原・津都見・船場・来見

９
月

１日㈬ 上原・鮎ケ平・殿賀一円
３日㈮ 鵜渡瀬・木坂・山崎・上調子
６日㈪ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原

７日㈫
寺領一円・月の子・遊谷・戸河内土居
下本郷・田吹・杉の泊・穴袋・草尾
温井・猪山・平見谷

８日㈬ 上本郷・吉和郷・打梨・那須

10日㈮ 加計土居・滝本・丁川・田之原・穴阿
川登・勝草
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８月
23日㈪

粗大ごみ②区域
戸河内地区：下本郷・上本郷・下田吹
　　　　　　上田吹・吉和郷・遊谷・土居
　　　　　　打梨・那須・横川・柴木・川手
　　　　　　梶ノ木・板ヶ谷・松原・小板
　　　　　　※打梨、那須、横川は電話

８月
30日㈪

粗大ごみ③区域
加 計 地 区：至誠・尚志・加計中央
　　　　　　加計三郷・温井・川北・川西
　　　　　　殿賀・浄善
戸河内地区：猪山・平見谷・鹿篭頭

2021年度 粗大ごみ収集日程

第2回

※粗大ごみ集積場所に出してください。
※①～④は「ごみ収集カレンダー」に記載されている収集区域で
　す。収集区域によって収集日が異なりますので、お間違えのな
　いようお願いします。

お詫びと訂正

■開催日／8月22日（日） 
■集合場所／ぷらっとホームつなみ
■受　付／8:00　出発／8:30
■コース／4㎞　 ■参加費／100円

①発熱の有無など体調を確認
②マスクの持参など感染防止に努める
③主催者の指示等を守る

第142回第142回
月例月例ウォーキングウォーキング

参加にあ
たっての
お願い　



全校生徒が居ながらにして国際交流のできる学校

◆◆GO!GO!加計高通信　第84号◆◆

　
今
年
の
文
化
祭
は
、
県
内
の
保

護
者
の
人
も
来
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
２
日
間
の
開
催
で
し
た
が
、
ど

ち
ら
も
大
盛
り
上
が
り
で
、
本
当

に
良
い
文
化
祭
に
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
状
況
の
な

か
、
こ
の
よ
う
な
最
高
の
文
化
祭

を
開
催
で
き
た
こ
と
は
、
生
徒
会

を
は
じ
め
、
多
く
の
生
徒
や
先
生

方
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
保
護
者
の
人
に
も
、
私
た
ち

の
元
気
な
姿
を
届
け
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。　
　

　
来
年
も
全
校
生
徒
一
丸
と
な
り
、

最
高
の
文
化
祭
を
作
っ
て
い
き
ま

す
！　
　
　
　
（
文
化
委
員
長
）
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７
月
10
日
に
道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち
で
花
壇
の
植
え
替
え
を
し
て
き

ま
し
た
。

　
新
し
く
設
置
さ
れ
た
鐘
の
名
前
も
加
計
高
校
の
生
徒
の
案
「
夢む

奏そ
う
の

鐘か
ね
」
に
決
ま
り
、
プ
レ
ー
ト
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　
今
年
度
初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
こ
と
で
、
た
く
さ
ん

の
生
徒
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
天
気
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
と
い
う

予
報
で
し
た
が
、
雨
が
降
る
こ
と
な
く
植
え
替
え
作
業
が
で
き
ま
し
た
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
長
）

花
壇
の
植
え
替
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

加
計
高
祭
『
繋
～
未
来
は
一
瞬
一
瞬
変
わ
っ
て
い
く
～
』


